
●この説明書は、必ず取付けされる方にお渡しください。
　コンセントユニット付きの場合、この説明書は、キャビネット取付け完了後、電気工事をする方へお渡しください。

■取付け上のお願い
●収納の荷重が床面へかかることを考慮し、床面下地の補強をしてください。
●養生シートをかぶせる場合は、粘着テープなどを化粧面に張らないでください。はがす際に、化粧シートが損傷するおそれがあります。
●本製品のねじ締付け時には、手回しドライバー又はクラッチ付きのドライバーを使用してください。締付けトルクが強すぎると、ねじが
空転したり、ねじの頭がとんだり、つぶれたりする場合があります。
●本製品の組立て・取付け時には、同梱の指定ねじを使用してください。他のねじを使用しますと、部品・部材の脱落や垂れ下がり・ゆがみ
などの原因となります。
●運搬・加工の際は、キズ付けないように取扱ってください。又、水・直射日光の当たる場所に開梱状態で置かないでください。ソリ・ねじれ
の原因になります。
●納品時に各部材・部品を検品してください。万一製品に不具合があった場合は、必ず取付け前にお買求め店までご連絡ください。
　（取付け後の色調・不具合・キズなどによる交換はできません。）
●組立て時には平らな面に養生材を敷いて行ってください。養生材を敷かずに組立てを行うと床や製品を傷つけるおそれがあります。
●プラスドライバーはNO.2のものを使用してください。NO.2以外のものを使用するとねじ頭をつぶすおそれがあります。
●建具枠を取付けるときは、必ず接着剤を併用してください。かい木を使用する場合は、かい木の両面に接着剤を塗布してください。
●現場で使う接着剤は、「Ｆ☆☆☆☆」又はノンホルムタイプを使用してください。
●窓枠の組立て後、ねじれ・引張りなど無理な力を加えないでください。破損する原因になります。
●建具枠と柱・間柱・まぐさとの間には必ずすき間を作り、かい木を入れてください。かい木は、合板などの乾燥材を使用し、湿潤材は使用
しないでください。
●枠を取付ける際、水準器・下げ振りなどで水平・垂直を確認してください。
●電源ケーブルは、VVFφ1.6－2Cのものをお使いください。
●電源ケーブル・アース線は、壁面より1m以上出してください。
●電源ユニットは、1回線または2回線接続となります。1回線接続の場合、現場にて渡りリード線をご用意ください。
●納品時に各部材・部品を検品してください。万一製品に不具合があった場合は、必ず取付け前にお買い求め店までご連絡ください。
　（取付け後の色調・不具合・キズなどによる交換はできません。）
●背板裏面に断熱材を取付けてください。背板表面に結露が発生するおそれがあります。
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■取付けされる方へのお願い
●本説明書で使われているマークには、以下のような意味があります。

注  意! …取付けを誤った場合に、使用者などが中程度の傷害・軽傷を負う危険又は物的損害の発生が想定
されます。冒頭にまとめて記載していますので必ずお読みください。

注　意!
●扉の脱落の原因となりますので、下記事項をお守りください。
・キャビネットに丁番座を取付ける際は、丁番座とキャビネットにガタツキがないように取付けてください。
・扉に丁番カップを取付ける際は、丁番カップと扉にガタツキがないように取付けてください。
・扉をキャビネットに取付ける際は、丁番カップが「カチャッ」と音がするまではめ込んでください。
●必ず３０mm厚以上の間柱・まぐさで開口部を作ってください。収納部が転倒するおそれがあります。
●端部ピースは両側とも落下防止バーとの段差ができないように取付けてください。落下防止バーの脱落の
原因となります。

警  告! …取付けを誤った場合に、使用者などが死亡又は重傷を負う危険が想定されます。冒頭にまとめて
記載していますので必ずお読みください。

警　告!
●キャビネットが脱落するおそれがありますので、下記事項をお守りください。
・組立ての際は、接合部など指定個所には必ず付属の接着剤を充てんしてください。又、組立て後は接着剤が
硬化するまで（半日以上）養生してください。
・キャビネットの固定の際は指定のねじを指定の本数使用し、桟木の場合は25mm以上かかるようにしてください。
・必ず指定の位置で固定してください。
・壁面（躯体）への固定は付属のねじでキャビネットの倒れがないように取付けてください。
●火災・感電などのおそれがありますので、下記事項をお守りください。
・電気工事は、関連する法令・規定にしたがって必ず有資格者が行ってください。
・電源ケーブルは端子台やコンセント器具の奥に突き当たるまで差込んだ後に引張って、容易に抜けないこ
とを確認してください。
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●クリアバンポンのリケイ紙をはがして、扉の側板に当たる位置
に取付けます。

5クリアバンポンの取付け

※クリアバンポンは、張付け面のホコリ・汚れ・油分などを取
除いてから張付けてください。

お願い
クリアバンポン

8

※扉エッジ材に重ならないように張付けて
ください。（クリアバンポンはがれ防止の
ため）

クリアバンポン

扉

扉
裏
面

■電気工事をされる方へ
①コンセント端子と電源ケーブルの結線
　屋内の設置状況に合わせて右図の配線図の通り、電
源ケーブルを結線してください。
※1回線の場合は現場にて渡り用リード線をご用意く
ださい。

※2回線接続時は渡り接続をし
ないでください。

③電源ユニットの場合、コンセントの近傍に下記の通り、必ずコンセント定格ラベ
ルを張付けてください。

②コンセントの固定
　コンセントをコンセント取付け穴に取付けてください。

4扉の調整
■スライド丁番による建付け調整

前後調整 左右調整 上下調整
調整範囲／3mm
（2mm／前方）
（1mm／後方）

※調整後、調整ねじ
　を必ず締め直して
　ください。

※調整後、調整ねじ
　を必ず締め直して
　ください。

※調整範囲を超えて
　ねじ込まないでく
　ださい。

調整範囲／±2mm 調整範囲／±1.5mm

左回し

右回し押込む

引出す

扉

側板

左回し

右回し

扉

側板

扉

側板

前後調整ねじを
ゆるめる 左右調整ねじを

ゆるめる
丁番座の上下調整
ねじをゆるめる

■2回線引き込みの場合 ■1回線引き込みの場合

（屋内電源より）

※回路図

●2回線接続時の配線図

電源ケーブル

電源ケーブル

電源ケーブル

（屋内電源より）

渡り用リード線

コンセント

渡り用リード線

●1回線接続時の配線図

W W

コンセント

コンセントカバー

コンセント

コンセント取付け穴

コンセント取付けねじ（２本）
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各々1480Wまで 2口合計1480Wまで



■落下防止バーの取付け
●落下防止バーは任意の位置に取付けできます。収納物の高さや用途に応じて取付けてください。
①落下防止バーの先端部を側板の棚ダボ穴に差込みます。
②もう一方の先端部を①とは逆の側板の棚ダボ穴に差込みます。
③両端のダボ穴への挿入量を均一にして、端部ピースを両端の細芯部にはめ合わせます。

●端部ピースは両側とも落下防止バーとの段差
ができないように取付けてください。落下防止
バーの脱落の原因となります。

注　意!

■扉の取付け順序

●丁番カップを同梱のねじで扉に取付けます。
1丁番カップの取付け

●扉の下部木口面にランドリーバーを差込みます。
　扉裏面からランドリーバー取付けねじで取付けます。

2ランドリーバーの取付け

※部品取付けのねじは、必ず手回しドライバーで固定してください。強いトルクで締付けるとねじが空回りしたり、扉へこみの原因となります。
お願い

3扉の取付け

●扉をキャビネットに取付ける際
は、丁番カップが「カチャッ」と音
がするまではめ込んでください。
扉の脱落の原因となります。

注　意!

●扉の吊込み後、3回程開閉を行い、丁番が
ゆるみ・ガタツキがなく、取付いているか
必ず確認してください。

※扉の取外し方法
●扉を外す際は、丁番カップの黒い
スイッチを押してください。

扉

側板

扉

黒いスイッチ
側板

丁番座

丁番カップ

扉

側板

■収納ボックスの取付け
①収納ボックス（ボックス部）を収納ボックス（前板部）に差込み、両端の凸凹部をはめ込みます。
②側板の収納ボックス用ダボ穴4ヵ所に接着剤を充てんし、収納ボックス用棚ダボを差込みます。
③棚ダボに収納ボックス側面のくぼみ部をのせます。
④収納ボックス上部を手前に傾けて正しく動くか確認してください。

均一にする

端部ピース

落下防止バー

落下防止バー

端部ピース

ランドリーバー

薄平小ねじ（M4×12）

収納ボックス
用棚ダボ

収納
ボックス

7/8

扉

丁番カップ

皿タッピンねじ
φ４×１６

収納ボックス
（ボックス部）

収納ボックス
（前板部）

凹部

凸部

端部ピース

収納ボックス
用ダボ穴

接着剤 側板

■部材・部品一覧表 ■別売商品/部材・部品一覧表

■各部名称図 ■組立て前の準備

■コンセントユニットの電源コード取出し位置の事前確認

■キャビネット

■ランドリーバー付き扉

部品名
ジョイント部品
（本体）
ジョイント部品
（キャップ）
ジョイント部品
（ボルトφ3用）

可動棚板用 棚ダボ

収納ボックス用 棚ダボ 

躯体固定ねじ
（皿木ねじφ4.5×63）

ワッシャー

ねじキャップ

背板固定ねじ
（トラスタッピンねじφ4×14）

接着剤

落下防止バー

落下防止バー端部ピース
（予備4個入り）
開口枠固定ねじ
（トラス小ねじM4×40）
断熱材
（発泡スチロール）

数量

22

16

22

12

4

5

5

5

2

3

5

14

4

1

部材•部材名
開口部 縦枠
開口部 上枠
開口部 縦枠 兼 収納部 側板
収納部 側板
収納部 天板
収納部 地板
収納部 けこみ板
収納部 固定棚板
収納部 可動棚板
背板（上）
背板（下）

数量
1
1
1
1
1
1
1
3
3
1
1

■収納ボックス
部材•部品名　　

収納ボックス（前板部）

数量

1

収納ボックス（ボックス部） 1

部材・部品名
扉

丁番座

丁番カップ

クリアバンポン

ランドリーバー

ランドリーバー取付けねじ
（薄平小ねじM4×12）

数量
1

2

2

8

2

1

2

■コンセントユニット
部材・部品名

コンセント取付け板

コンセント

戸あたり

コンセント取付けねじ
（丸木ねじφ3.5×16）
コンセント
定格ラベル
ジョイント部品
（本体）
ジョイント部品
（ボルトφ3用）

数量
1

1

1

2

1

4

4

※本図はRタイプを示します。
　Lタイプは本図と対称になります。

※本図はRタイプを示します。
　Lタイプは本図と対称になります。

●ジョイント部品（ボルト）を側板の天板・地板・固定棚取付け位置に取付けます。
●コンセントユニット付きの場合、コンセントユニットに同梱しているジョイント部品（ボルト）を側板の
コンセント取付け板の位置に取付けます。

1収納側板、開口部 縦枠 兼 収納部 側板用ジョイント部品（ボルト）の取付け

■ジョイント部品（ボルト）の取付け方法
※必ず手回しドライバー又はクラッチ付ドライ
バーで固定してください。適切な位置に取付け
てください。組立てができなくなります。

お願い
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ボルトφ3用

電源コード取出し位置
VVF1.6-2C
（1回線または2回線）
1m以上

8
0

8
1
0

1093
105100

洗面脱衣室
FL

固定棚板

固定棚板

可動棚板

可動棚板

可動棚板

収納ボックス

ランドリー
バー付き扉

コンセント
ユニット

開口部 上枠

開口部 縦枠

開口部 縦枠 兼
収納部 側板

収納部 天板

収納部 側板

収納部 地板
収納部
けこみ板

落下防止
バー
固定棚板

収納部側板開口部 縦枠 兼 収納部 側板

コンセントユニット付きの場合

上側

54
0

12

34
.5

30

54
0

51
0

33
0

丁番座／丁番カップ取付けねじ
（皿タッピンねじφ4×16）

1
9
9
6
.5

ジョイント部品（ボルト）



●天板・固定棚板・地板・けこみ板にジョイント部品（本体）を
取付けます。

2ジョイント部品（本体）の取付け

3丁番座の取付け
■ランドリーバー付き扉の場合

●丁番座の取付け位置を確認し、同梱の丁番座用ねじ（皿タッピンねじφ4×16）で丁番座を側板に取付けます。
※丁番座の取付け穴ピッチは32mmです。

4戸あたりの取付け
■コンセントユニット付きの場合

●コンセント取付け板の裏面に戸あたりを取付けます。
戸あたりのヒレはコンセント取付け穴側に向けてくだ
さい。

●キャビネットに丁番座を取付ける際は、丁番座とキャビネットにガ
タツキがないように取付けてください。扉脱落の原因となります。

注　意!

5背板（下）の切断
●配線のため背板（下）を下図の寸法に切断します。（コンセントユニットなしの場合は切断の必要はありません。）
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Ⓑ
圧入する

Ⓐ
プラスチック
ハンマー

当て木

このライン
まで圧入のこと

ジョイント
部品（本体）

■ジョイント部品（本体）の取付け方法
※Ⓐ（ジョイント部品の端部のライン）、
　Ⓑ（部材の端部のライン）が平行になる様に設置し、垂直に圧入して
ください。
※Ⓑ面より部品が出っ張らないように圧入してください。（入りにくい場
合は当て木をしてプラスチックハンマーなどで叩き込んでください。）天板

固定棚板

固定棚板

固定棚板

地板

けこみ板 ジョイント部品
（本体）

収納部側板 上側

28
4

32
10
8

32

3
2

側板
丁番座

丁番座

ドライバー

1072.5 832.5

752.580

背板（上） 背板（下）

切断部

コンセント取付け穴
コンセント取付け板

戸あたり
ヒレ

■開口部および浴室ドア枠への取付け

■納まり部材の取付け

①ドア枠一体収納を浴室ドア枠に合わせ、躯体開口部とのすき間にかい木を入れて
垂直・水平を調整します。
②コンセントユニット付きの場合は、壁から出ている電源コードをコンセント取付け
穴を通して内部に引込みます。

※かい木は300mm間隔で
入れ、ボンドおよびピンネ
イルで固定します。

③浴室ドア枠の上部アングルと開口部上枠をねじ止めしてください。
　上部アングルと開口枠にすき間のないことを確認してから縦アングル
と開口部縦枠をねじ止めしてください。（浴室ドアに同梱されている
ねじを使用してください。）

④開口枠上枠と縦枠をピンネイルと接着剤を用いて固定します。 ⑤収納部天板と側板は躯体固定ねじで躯体開口枠に固定します。

●棚ダボを任意の位置に取付けます。
　可動棚板背面の溝を奥の棚ダボ（2カ所）に差込んでから、裏面のくぼみを手前の棚ダボ（2カ所）にのせます。

1可動棚板の取付け
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❶ピンネイルで
　面打ちする

❷パッチャルペンシルで
　釘頭処理をする

パッチャル
ペンシルピンネイル

可動棚板

棚ダボ

可動棚板

かい木

コンセント
取付け穴

電源コード

接着剤塗布 

躯体固定ねじ
（皿木ねじφ4.5×63）

ねじキャップ 

ワッシャー 

16550 50

50
背板
からピンネイル

躯体固定ねじ
（皿木ねじφ4.5×63）

ねじキャップ 

1
8
0

1
4
0

地
板
か
ら

固
定
棚
板
か
ら

天
板
か
ら

50
背板から

ワッシャー 

5
0

ドア枠固定ねじ
（浴室ドアに同梱）



■キャビネットの組立て順序
①側板に固定棚板・地板・けこみ板をはめ合わせ、ジョイント部品を固定します。
（天板・コンセント取付け板はあとではめ込みますので、ここでははめ込まない
でください。）

※固定棚板の木口面および裏面には化粧シートの継ぎ目
がありますので、木口面のシート継ぎ目が背板側（溝側）
になるようにはめ合わせてください。

②側板、地板の背板溝に接着剤を充てんし、背板を差込みます。背板は上下
２分割になっていますので、中央部の固定棚板部につなぎ目がくるように差
込みます。

③開口部 縦枠 兼 側板の背板溝に接着剤を充てんし、側板をはめ合わせ、ジョ
イント部品を固定します。

※背板が背板溝に入っていることを確認してください。
お願い

※ねじの平らな面を側板と平
行にしてはめ合わせます。

※ねじを90°～105°回転さ
せて固定してください。

●組立ての際は、接合部など指定個所には、必ず付属の接着剤
を充てんしてください。又、組立て後は接着剤が硬化するまで
（半日以上）養生してください。キャビネットが脱落するおそれ
があります。

警　告!
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ジョイント部品
（本体）

締まるゆるむ

背板側 背板側

ツメ

ジョイント部品
（本体）

平行に

ジョイント部品
（本体）ねじ ねじ

ツメ

【はめ合わせ時】 【締めた時】

■ジョイント部品の固定方法
※必ず手回しドライバーで固定してください。
※よく締まらない場合は、回転部のツメを直して締付けるか、ジョイント部
品本体にボルトがはめ合わされているか確認してください。（回転部の
ツメが出ているとボルトが入りません。）
※ドライバーは、斜めに差込んでください。ジョイント部品が破損するおそ
れがあります。

お願い
固定棚板

固定棚板

固定棚板

地板

けこみ板

収納部側板

収納部側板

背板（上）
4（コンセントユニット付きの場合 84）

背板（下）

10
72
.5

83
2.5

（コ
ンセ
ント
ユニ
ット
付き
の場
合7
52
.5）

固定棚板

地板

接着剤 

接着剤 

側板 

背板溝 

開口部 縦枠 兼 側板

接着剤 

側板 

背板溝 

継ぎ目

継ぎ目

継ぎ目

継ぎ目

④アングルしゃくり部がずれないように開
口枠上枠を組みます。
⑤天板をはめ合わせ、ジョイント部品を固
定します。

⑧背板のつなぎ目の固定棚板に背板固定ねじ用の下穴（φ2.5 深さ12）を2カ所あけます。
　コンセントユニット付きの場合は、上部背板下部の固定棚板に下穴をあけます。
⑨背板と固定棚板を背板固定ねじで固定します。

⑫組立てた収納部を背板面が下になる
ように向きを変えます。
⑬アングルしゃくり部がずれないように
開口枠 縦枠と組みます。

⑩背板裏面に接着剤を塗布し、断熱材を張り合わせます。
　コンセントユニット付きの場合は、コンセント配線用に下
図の寸法で切り欠いてください。

⑪断熱材（発泡スチロール）張り付け後、かくし釘
（フィニッシュネイル）を300mmピッチ以下で打
ち固定してください。

⑥ジョイント部品（本体）に、ジョイント部品
（キャップ）を取付けます。

■ジョイント部品（キャップ）の取付け

■コンセントユニットなしの場合 ■コンセントユニット付きの場合
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差込む

ジョイント部品
（本体）

ジョイント部品
（キャップ）

開口部上板

開口枠固定ねじ
（トラス小ねじφ4×40）

開口部上板

天板

固定棚板

背板（下）

背板（上）

50
50

50
50

背板固定ねじ
（トラスタッピンねじ

φ4×14）
下穴（φ2.5深さ12） 下穴（φ2.5深さ12）

固定棚板

背板（下）
コンセント取付け板

背板（上）

背板固定ねじ
（トラスタッピンねじ

φ4×14）

背板固定ねじ
（トラスタッピンねじ

φ4×14） 固定棚板

背板（下） 下枠
（φ2.5深さ12）

背板（上）

背板（下）

コンセント取付け板

背板（上）

⑦コンセントユニット付きの場合は、コンセ
ント取付け板をはめ合わせ、背板（上）と
背板（下）のすき間からジョイント部品を
固定します。

接着剤 

断熱材
（発泡スチロール）

コンセントユニット付きの
場合のみ切り欠き

750

50

1
0
0

かくし釘

背板

側板

断熱材
（発泡スチロール）

開口枠縦枠

開口部固定ねじ
（トラス小ねじφ4×40）

かくし釘

側板

断熱材
（発泡スチロール）

300mmピッチ以下



■キャビネットの組立て順序
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がありますので、木口面のシート継ぎ目が背板側（溝側）
になるようにはめ合わせてください。

②側板、地板の背板溝に接着剤を充てんし、背板を差込みます。背板は上下
２分割になっていますので、中央部の固定棚板部につなぎ目がくるように差
込みます。

③開口部 縦枠 兼 側板の背板溝に接着剤を充てんし、側板をはめ合わせ、ジョ
イント部品を固定します。

※背板が背板溝に入っていることを確認してください。
お願い

※ねじの平らな面を側板と平
行にしてはめ合わせます。

※ねじを90°～105°回転さ
せて固定してください。

●組立ての際は、接合部など指定個所には、必ず付属の接着剤
を充てんしてください。又、組立て後は接着剤が硬化するまで
（半日以上）養生してください。キャビネットが脱落するおそれ
があります。

警　告!
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平行に

ジョイント部品
（本体）ねじ ねじ

ツメ

【はめ合わせ時】 【締めた時】

■ジョイント部品の固定方法
※必ず手回しドライバーで固定してください。
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接着剤 
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継ぎ目

継ぎ目

継ぎ目

継ぎ目

④アングルしゃくり部がずれないように開
口枠上枠を組みます。
⑤天板をはめ合わせ、ジョイント部品を固
定します。

⑧背板のつなぎ目の固定棚板に背板固定ねじ用の下穴（φ2.5 深さ12）を2カ所あけます。
　コンセントユニット付きの場合は、上部背板下部の固定棚板に下穴をあけます。
⑨背板と固定棚板を背板固定ねじで固定します。

⑫組立てた収納部を背板面が下になる
ように向きを変えます。
⑬アングルしゃくり部がずれないように
開口枠 縦枠と組みます。

⑩背板裏面に接着剤を塗布し、断熱材を張り合わせます。
　コンセントユニット付きの場合は、コンセント配線用に下
図の寸法で切り欠いてください。

⑪断熱材（発泡スチロール）張り付け後、かくし釘
（フィニッシュネイル）を300mmピッチ以下で打
ち固定してください。

⑥ジョイント部品（本体）に、ジョイント部品
（キャップ）を取付けます。

■ジョイント部品（キャップ）の取付け

■コンセントユニットなしの場合 ■コンセントユニット付きの場合
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⑦コンセントユニット付きの場合は、コンセ
ント取付け板をはめ合わせ、背板（上）と
背板（下）のすき間からジョイント部品を
固定します。

接着剤 

断熱材
（発泡スチロール）

コンセントユニット付きの
場合のみ切り欠き

750
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1
0
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かくし釘

背板
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断熱材
（発泡スチロール）

開口枠縦枠

開口部固定ねじ
（トラス小ねじφ4×40）

かくし釘

側板

断熱材
（発泡スチロール）

300mmピッチ以下



●天板・固定棚板・地板・けこみ板にジョイント部品（本体）を
取付けます。

2ジョイント部品（本体）の取付け

3丁番座の取付け
■ランドリーバー付き扉の場合

●丁番座の取付け位置を確認し、同梱の丁番座用ねじ（皿タッピンねじφ4×16）で丁番座を側板に取付けます。
※丁番座の取付け穴ピッチは32mmです。

4戸あたりの取付け
■コンセントユニット付きの場合

●コンセント取付け板の裏面に戸あたりを取付けます。
戸あたりのヒレはコンセント取付け穴側に向けてくだ
さい。

●キャビネットに丁番座を取付ける際は、丁番座とキャビネットにガ
タツキがないように取付けてください。扉脱落の原因となります。

注　意!

5背板（下）の切断
●配線のため背板（下）を下図の寸法に切断します。（コンセントユニットなしの場合は切断の必要はありません。）
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Ⓑ
圧入する

Ⓐ
プラスチック
ハンマー

当て木

このライン
まで圧入のこと

ジョイント
部品（本体）

■ジョイント部品（本体）の取付け方法
※Ⓐ（ジョイント部品の端部のライン）、
　Ⓑ（部材の端部のライン）が平行になる様に設置し、垂直に圧入して
ください。
※Ⓑ面より部品が出っ張らないように圧入してください。（入りにくい場
合は当て木をしてプラスチックハンマーなどで叩き込んでください。）天板

固定棚板

固定棚板

固定棚板

地板

けこみ板 ジョイント部品
（本体）

収納部側板 上側

28
4

32
10
8

32

3
2

側板
丁番座

丁番座

ドライバー

1072.5 832.5

752.580

背板（上） 背板（下）

切断部

コンセント取付け穴
コンセント取付け板

戸あたり
ヒレ

■開口部および浴室ドア枠への取付け

■納まり部材の取付け

①ドア枠一体収納を浴室ドア枠に合わせ、躯体開口部とのすき間にかい木を入れて
垂直・水平を調整します。
②コンセントユニット付きの場合は、壁から出ている電源コードをコンセント取付け
穴を通して内部に引込みます。

※かい木は300mm間隔で
入れ、ボンドおよびピンネ
イルで固定します。

③浴室ドア枠の上部アングルと開口部上枠をねじ止めしてください。
　上部アングルと開口枠にすき間のないことを確認してから縦アングル
と開口部縦枠をねじ止めしてください。（浴室ドアに同梱されている
ねじを使用してください。）

④開口枠上枠と縦枠をピンネイルと接着剤を用いて固定します。 ⑤収納部天板と側板は躯体固定ねじで躯体開口枠に固定します。

●棚ダボを任意の位置に取付けます。
　可動棚板背面の溝を奥の棚ダボ（2カ所）に差込んでから、裏面のくぼみを手前の棚ダボ（2カ所）にのせます。

1可動棚板の取付け
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❶ピンネイルで
　面打ちする

❷パッチャルペンシルで
　釘頭処理をする

パッチャル
ペンシルピンネイル

可動棚板

棚ダボ

可動棚板

かい木

コンセント
取付け穴

電源コード

接着剤塗布 

躯体固定ねじ
（皿木ねじφ4.5×63）

ねじキャップ 

ワッシャー 

16550 50

50
背板
からピンネイル

躯体固定ねじ
（皿木ねじφ4.5×63）

ねじキャップ 

1
8
0

1
4
0

地
板
か
ら

固
定
棚
板
か
ら

天
板
か
ら

50
背板から

ワッシャー 

5
0

ドア枠固定ねじ
（浴室ドアに同梱）



■落下防止バーの取付け
●落下防止バーは任意の位置に取付けできます。収納物の高さや用途に応じて取付けてください。
①落下防止バーの先端部を側板の棚ダボ穴に差込みます。
②もう一方の先端部を①とは逆の側板の棚ダボ穴に差込みます。
③両端のダボ穴への挿入量を均一にして、端部ピースを両端の細芯部にはめ合わせます。

●端部ピースは両側とも落下防止バーとの段差
ができないように取付けてください。落下防止
バーの脱落の原因となります。

注　意!

■扉の取付け順序

●丁番カップを同梱のねじで扉に取付けます。
1丁番カップの取付け

●扉の下部木口面にランドリーバーを差込みます。
　扉裏面からランドリーバー取付けねじで取付けます。

2ランドリーバーの取付け

※部品取付けのねじは、必ず手回しドライバーで固定してください。強いトルクで締付けるとねじが空回りしたり、扉へこみの原因となります。
お願い

3扉の取付け

●扉をキャビネットに取付ける際
は、丁番カップが「カチャッ」と音
がするまではめ込んでください。
扉の脱落の原因となります。

注　意!

●扉の吊込み後、3回程開閉を行い、丁番が
ゆるみ・ガタツキがなく、取付いているか
必ず確認してください。

※扉の取外し方法
●扉を外す際は、丁番カップの黒い
スイッチを押してください。

扉

側板

扉

黒いスイッチ
側板

丁番座

丁番カップ

扉

側板

■収納ボックスの取付け
①収納ボックス（ボックス部）を収納ボックス（前板部）に差込み、両端の凸凹部をはめ込みます。
②側板の収納ボックス用ダボ穴4ヵ所に接着剤を充てんし、収納ボックス用棚ダボを差込みます。
③棚ダボに収納ボックス側面のくぼみ部をのせます。
④収納ボックス上部を手前に傾けて正しく動くか確認してください。

均一にする

端部ピース

落下防止バー

落下防止バー

端部ピース

ランドリーバー

薄平小ねじ（M4×12）

収納ボックス
用棚ダボ

収納
ボックス
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扉

丁番カップ

皿タッピンねじ
φ４×１６

収納ボックス
（ボックス部）

収納ボックス
（前板部）

凹部

凸部

端部ピース

収納ボックス
用ダボ穴

接着剤 側板

■部材・部品一覧表 ■別売商品/部材・部品一覧表

■各部名称図 ■組立て前の準備

■コンセントユニットの電源コード取出し位置の事前確認

■キャビネット

■ランドリーバー付き扉

部品名
ジョイント部品
（本体）
ジョイント部品
（キャップ）
ジョイント部品
（ボルトφ3用）

可動棚板用 棚ダボ

収納ボックス用 棚ダボ 

躯体固定ねじ
（皿木ねじφ4.5×63）

ワッシャー

ねじキャップ

背板固定ねじ
（トラスタッピンねじφ4×14）

接着剤

落下防止バー

落下防止バー端部ピース
（予備4個入り）
開口枠固定ねじ
（トラス小ねじM4×40）
断熱材
（発泡スチロール）

数量

22

16

22

12

4

5

5

5

2

3

5

14

4

1

部材•部材名
開口部 縦枠
開口部 上枠
開口部 縦枠 兼 収納部 側板
収納部 側板
収納部 天板
収納部 地板
収納部 けこみ板
収納部 固定棚板
収納部 可動棚板
背板（上）
背板（下）

数量
1
1
1
1
1
1
1
3
3
1
1

■収納ボックス
部材•部品名　　

収納ボックス（前板部）

数量

1

収納ボックス（ボックス部） 1

部材・部品名
扉

丁番座

丁番カップ

クリアバンポン

ランドリーバー

ランドリーバー取付けねじ
（薄平小ねじM4×12）

数量
1

2

2

8

2

1

2

■コンセントユニット
部材・部品名

コンセント取付け板

コンセント

戸あたり

コンセント取付けねじ
（丸木ねじφ3.5×16）
コンセント
定格ラベル
ジョイント部品
（本体）
ジョイント部品
（ボルトφ3用）

数量
1

1

1

2

1

4

4

※本図はRタイプを示します。
　Lタイプは本図と対称になります。

※本図はRタイプを示します。
　Lタイプは本図と対称になります。

●ジョイント部品（ボルト）を側板の天板・地板・固定棚取付け位置に取付けます。
●コンセントユニット付きの場合、コンセントユニットに同梱しているジョイント部品（ボルト）を側板の
コンセント取付け板の位置に取付けます。

1収納側板、開口部 縦枠 兼 収納部 側板用ジョイント部品（ボルト）の取付け

■ジョイント部品（ボルト）の取付け方法
※必ず手回しドライバー又はクラッチ付ドライ
バーで固定してください。適切な位置に取付け
てください。組立てができなくなります。

お願い
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ボルトφ3用

電源コード取出し位置
VVF1.6-2C
（1回線または2回線）
1m以上

8
0

8
1
0

1093
105100

洗面脱衣室
FL

固定棚板

固定棚板

可動棚板

可動棚板

可動棚板

収納ボックス

ランドリー
バー付き扉

コンセント
ユニット

開口部 上枠

開口部 縦枠

開口部 縦枠 兼
収納部 側板

収納部 天板

収納部 側板

収納部 地板
収納部
けこみ板

落下防止
バー
固定棚板

収納部側板開口部 縦枠 兼 収納部 側板

コンセントユニット付きの場合

上側
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丁番座／丁番カップ取付けねじ
（皿タッピンねじφ4×16）
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ジョイント部品（ボルト）



●この説明書は、必ず取付けされる方にお渡しください。
　コンセントユニット付きの場合、この説明書は、キャビネット取付け完了後、電気工事をする方へお渡しください。

■取付け上のお願い
●収納の荷重が床面へかかることを考慮し、床面下地の補強をしてください。
●養生シートをかぶせる場合は、粘着テープなどを化粧面に張らないでください。はがす際に、化粧シートが損傷するおそれがあります。
●本製品のねじ締付け時には、手回しドライバー又はクラッチ付きのドライバーを使用してください。締付けトルクが強すぎると、ねじが
空転したり、ねじの頭がとんだり、つぶれたりする場合があります。
●本製品の組立て・取付け時には、同梱の指定ねじを使用してください。他のねじを使用しますと、部品・部材の脱落や垂れ下がり・ゆがみ
などの原因となります。
●運搬・加工の際は、キズ付けないように取扱ってください。又、水・直射日光の当たる場所に開梱状態で置かないでください。ソリ・ねじれ
の原因になります。
●納品時に各部材・部品を検品してください。万一製品に不具合があった場合は、必ず取付け前にお買求め店までご連絡ください。
　（取付け後の色調・不具合・キズなどによる交換はできません。）
●組立て時には平らな面に養生材を敷いて行ってください。養生材を敷かずに組立てを行うと床や製品を傷つけるおそれがあります。
●プラスドライバーはNO.2のものを使用してください。NO.2以外のものを使用するとねじ頭をつぶすおそれがあります。
●建具枠を取付けるときは、必ず接着剤を併用してください。かい木を使用する場合は、かい木の両面に接着剤を塗布してください。
●現場で使う接着剤は、「Ｆ☆☆☆☆」又はノンホルムタイプを使用してください。
●窓枠の組立て後、ねじれ・引張りなど無理な力を加えないでください。破損する原因になります。
●建具枠と柱・間柱・まぐさとの間には必ずすき間を作り、かい木を入れてください。かい木は、合板などの乾燥材を使用し、湿潤材は使用
しないでください。
●枠を取付ける際、水準器・下げ振りなどで水平・垂直を確認してください。
●電源ケーブルは、VVFφ1.6－2Cのものをお使いください。
●電源ケーブル・アース線は、壁面より1m以上出してください。
●電源ユニットは、1回線または2回線接続となります。1回線接続の場合、現場にて渡りリード線をご用意ください。
●納品時に各部材・部品を検品してください。万一製品に不具合があった場合は、必ず取付け前にお買い求め店までご連絡ください。
　（取付け後の色調・不具合・キズなどによる交換はできません。）
●背板裏面に断熱材を取付けてください。背板表面に結露が発生するおそれがあります。

取付け説明書リビング建材　ドア枠一体埋込み収納
MAN-421A　FDH8　2013年2月1日発行

■取付けされる方へのお願い
●本説明書で使われているマークには、以下のような意味があります。

注  意! …取付けを誤った場合に、使用者などが中程度の傷害・軽傷を負う危険又は物的損害の発生が想定
されます。冒頭にまとめて記載していますので必ずお読みください。

注　意!
●扉の脱落の原因となりますので、下記事項をお守りください。
・キャビネットに丁番座を取付ける際は、丁番座とキャビネットにガタツキがないように取付けてください。
・扉に丁番カップを取付ける際は、丁番カップと扉にガタツキがないように取付けてください。
・扉をキャビネットに取付ける際は、丁番カップが「カチャッ」と音がするまではめ込んでください。
●必ず３０mm厚以上の間柱・まぐさで開口部を作ってください。収納部が転倒するおそれがあります。
●端部ピースは両側とも落下防止バーとの段差ができないように取付けてください。落下防止バーの脱落の
原因となります。

警  告! …取付けを誤った場合に、使用者などが死亡又は重傷を負う危険が想定されます。冒頭にまとめて
記載していますので必ずお読みください。

警　告!
●キャビネットが脱落するおそれがありますので、下記事項をお守りください。
・組立ての際は、接合部など指定個所には必ず付属の接着剤を充てんしてください。又、組立て後は接着剤が
硬化するまで（半日以上）養生してください。
・キャビネットの固定の際は指定のねじを指定の本数使用し、桟木の場合は25mm以上かかるようにしてください。
・必ず指定の位置で固定してください。
・壁面（躯体）への固定は付属のねじでキャビネットの倒れがないように取付けてください。
●火災・感電などのおそれがありますので、下記事項をお守りください。
・電気工事は、関連する法令・規定にしたがって必ず有資格者が行ってください。
・電源ケーブルは端子台やコンセント器具の奥に突き当たるまで差込んだ後に引張って、容易に抜けないこ
とを確認してください。
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●クリアバンポンのリケイ紙をはがして、扉の側板に当たる位置
に取付けます。

5クリアバンポンの取付け

※クリアバンポンは、張付け面のホコリ・汚れ・油分などを取
除いてから張付けてください。

お願い
クリアバンポン

8

※扉エッジ材に重ならないように張付けて
ください。（クリアバンポンはがれ防止の
ため）

クリアバンポン

扉

扉
裏
面

■電気工事をされる方へ
①コンセント端子と電源ケーブルの結線
　屋内の設置状況に合わせて右図の配線図の通り、電
源ケーブルを結線してください。
※1回線の場合は現場にて渡り用リード線をご用意く
ださい。

※2回線接続時は渡り接続をし
ないでください。

③電源ユニットの場合、コンセントの近傍に下記の通り、必ずコンセント定格ラベ
ルを張付けてください。

②コンセントの固定
　コンセントをコンセント取付け穴に取付けてください。

4扉の調整
■スライド丁番による建付け調整

前後調整 左右調整 上下調整
調整範囲／3mm
（2mm／前方）
（1mm／後方）

※調整後、調整ねじ
　を必ず締め直して
　ください。

※調整後、調整ねじ
　を必ず締め直して
　ください。

※調整範囲を超えて
　ねじ込まないでく
　ださい。

調整範囲／±2mm 調整範囲／±1.5mm

左回し

右回し押込む

引出す

扉

側板

左回し

右回し

扉

側板

扉

側板

前後調整ねじを
ゆるめる 左右調整ねじを

ゆるめる
丁番座の上下調整
ねじをゆるめる

■2回線引き込みの場合 ■1回線引き込みの場合

（屋内電源より）

※回路図

●2回線接続時の配線図

電源ケーブル

電源ケーブル

電源ケーブル

（屋内電源より）

渡り用リード線

コンセント

渡り用リード線

●1回線接続時の配線図

W W

コンセント

コンセントカバー

コンセント

コンセント取付け穴

コンセント取付けねじ（２本）
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各々1480Wまで 2口合計1480Wまで


